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　竹原市は今年の11月３日で 60歳を迎えます。10月は、表紙にも取り上げている「憧憬の路」をはじめ、

神楽公演やスペシャルトークショーなど、記念イベントが盛りだくさん。カープもリーグ優勝三連覇を

果たし、広島全体がエネルギーにあふれています！
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住みよさ実感　瀬戸内交流文化都市　たけはら

　９月７日、豪雨災害の被災地応援の取組「せと

うち元気プロジェクト」の一環で、帆船「みらい

へ」が竹原港に初来航しました。

　７日の入港セレモニーでは、仁賀小学校の児童

たちが迫力ある太鼓演奏で歓迎。たけはらかぐや

姫と「みらいへ」の大谷船長が記念品を交換しま

した。８日に行われた一般公開では、雨天にも関

わらず多くの人が訪れ、レーダーのある操舵室や、

アニメで見るような大きな操舵輪に子どもたちは

大興奮。船員特製の「みらいへカレー」の販売も

行われ、海を眺めながら舌鼓を打つ人も。９日に

予定されていたセーリング体験は、残念ながら天

候により中止となりましたが、子どもも大人も元

気になれるイベントでした。

瀬戸内の被災地を元気に！
～帆船「みらいへ」　初来航～

　９月 19日・20日、竹原西小学校と東野小学校で、

東京藝術大学の学生による交流授業が実施されま

した。竹西小では「私の島」をテーマにして、オ

アシスを土台に、本物の土や苔を貼り付けた作品

を作りました。東野小で作成したのは、オーブン

で焼成できる粘土を使用したマグネット。「自由

に表現しましょう」と、藝大の学生が丁寧に指導

すると、児童たちは刺激を受け、それぞれ個性の

ある素晴らしい作品が完成しました。

東京藝術大学の学生と自由に創作
～ぶらまちアート竹原 2018　交流授業～

Camera News
      カメラニュース

※「人のうごき」は、「れんらく板」に配置しています。

　９月 21 日、竹原小学校の児童が、新作ふりか

けの完成報告を行いました。総合的な学習の時間

に竹を使って竹原をＰＲする授業を行い、様々な

アイデアの中から「小吹のたけのこ」と「峠下牛」

を使ったふりかけが選ばれ、ＮＰＯ法人において

商品化されました。たけのこの食感と牛肉のうま

みが効いた最高のご飯のお供になっています。子

供たちの竹原に対する思いがこもった竹原の新名

物を是非ご賞味ください！

竹原の新たな名物誕生！
～たけのこふりかけ　完成報告～
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